
After 魚道整備後

⻯の⼝渓⾕における
多⾃然川づくり(⿂道整備等)の取組み

Keywords  低コスト切⽋き⿂道，⼈的ﾈｯﾄﾜｰｸ

Before 魚道整備前

令和3年 全国多⾃然川づくり会議 東北    選出
名取川⽔系／広瀬川1次⽀川 ⻯ ⼝渓⾕ 仙台市建設局百年 杜推進部 河川課

課 題 ⻯の⼝渓⾕と広瀬川の間の床⽌めにより⽔域連続性が未確⽴
解決策 ⿂類遡上環境の創出を⽬的に、低コスト型切⽋き⿂道を整備
成 果 床⽌め上流で新⿂種（ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類）の定着・⽣息を確認
ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ ①⼩規模⾃治体でも設置可能な低ｺｽﾄ切⽋き⿂道の開発、
②⿂道整備をﾃｺに、市⺠向けWS/⼯事⾒学会/意⾒交換会/勉強会 等
を開催 ⇒ 「⼈的ﾈｯﾄﾜｰｸ」を広げ、新たな切⽋き⿂道整備に着⼿

【低コスト切⽋き⿂道の開発】 【⼈的ネットワーク作り】

◎⿂道整備をテコに、
市⺠向けWS/⼯事⾒学会/
意⾒交換会/勉強会 等を開催

⇒「⼈的ﾈｯﾄﾜｰｸ」を広げ、
新たな切⽋き⿂道整備に着⼿

低コスト型切⽋き⿂道を開発・整備
⇒ 床⽌上流で新⿂種の定着を確認 

床⽌めによる落差2.4m
(⿂介類遡上不可)

Adaptive Management
整備2年後

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞで把握した課題は
順応的管理(補修)で対応 




